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十
一
月
四
日
、
セ
イ
ノ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
本
社

＝
岐
阜
県
大
垣
市
）
に
お
い
て
、

創
立
七
十
九
周
年
祈
願
祭
並
び
に

同
社
グ
ル
ー
プ
の
物
故
者
慰
霊
法

要
が
、
小
豆
畑
主
監
お
導
師
の
も

と
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
同
社
社
長
田
口
義
隆
様

は
じ
め
各
グ
ル
ー
プ
社
長
、
並
び

に
代
表
社
員
が
参
列
さ
れ
、
午
前

八
時
五
十
八
分
よ
り
祈
願
祭
を
厳

修
、
終
了
後
、
物
故
者
慰
霊
法
要

が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
八
日
、「
第
六
十
二
回

成
田
山
学
童
席
上
揮
毫
大
会
」
の

表
彰
式
が
信
徒
会
館
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
成
田
山
明
王
賞

を
受
賞
さ
れ
た
吉
永
尚
真
さ
ん

【
写
真
】
は
じ
め
、
特
別
賞
受
賞

者
に
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

十
月
十
六
日
、
十
七
日
、
犬
山

市
立
犬
山
中
学
校
二
年
生
の
生
徒

四
名
が
当
山
を
訪
れ
、「
職
業
体

験
」
を
実
践
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
は
お
護
摩
を
参
拝
し
、
ま

た
抹
茶
接
待
、
写
経
、
境
内
清
掃
、

仏
器
磨
き
な
ど
に
真
剣
に
取
り
組

み
、
実
社
会
で
の
礼
儀
作
法
を
学

び
ま
し
た
。

　

本
年
め
で
た
く
七
五
三
を
迎
え

ら
れ
た
お
子
さ
ま
の
健
や
か
な
ご

成
長
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
す
る

「
七
五
三
ま
い
り
」
を
十
月
一
日

か
ら
十
一
月
末
日
ま
で
厳
修
し
ま

し
た
。
大
勢
の
お
子
さ
ま
が
来
山

さ
れ
、
お
不
動
さ
ま
と
ご
仏
縁
を

結
ば
れ
ま
し
た
。

　

十
月
十
九
日
、茶
室
『
若
水
庵
』

に
て
、
裏
千
家
淡
交
会
愛
知
第
一

支
部
主
催
に
よ
り
「
萩
の
茶
会
」

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
会
員
皆
様

が
お
茶
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

星
ま
つ
り
の
ご
案
内

　
毎
年
、
人
に
は
そ
の
人
の
歳
に
相
当
す
る
星
が
巡
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
星
ま
つ
り
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
が
相
当
す
る
当
年
星
を
ま
つ

り
、
そ
の
歳
の
災
い
を
除
き
幸
せ
を
増
長
す
る
大
事
な
儀
式
で
あ

り
ま
す
。
成
田
山
で
は
ご
本
尊
不
動
明
王
の
ご
宝
前
に
お
き
ま
し

て
、
真
言
密
教
の
秘
法
に
よ
り
除
災
招
福
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

　
お
札
は
二
月
三
日
よ
り
七
日
間
ご
祈
祷
を
厳
修
し
た
後
、
お
申

込
み
さ
れ
た
方
に
発
送
い
た
し
ま
す
。

◆
ご
祈
祷
料

　
　

小
札　

一
千
円
以
上

　
　

中
札　

二
千
円
以
上

　
　

大
札　

三
千
円
以
上

◆
お
申
込
み
方
法

境
内
各
受
付
所
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
お
申
込
み
下
さ
い
。
星
ま
つ
り
は

一
年
中
い
つ
で
も
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
八
年
丙
午
歳
の
運
勢
（
か
ぞ
え
歳
）

小
札

学
童
席
上
揮
毫
大
会

表
彰
式
開
催

第62回

職
業
体
験

犬
山
中
学
校

　

十
月
十
九
日
、
開
創
七
十
五
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
明
王
門

に
大
提
灯
が
御
奉
納
さ
れ
、
そ
の

施
工
工
事
完
了
に
伴
い
、
小
豆
畑

主
監
お
導
師
の
も
と
縣
吊
の

儀
が
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

此
度
の
大
提
灯
は
、
成
田

山
索
の
会
よ
り
ご
奉
納
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

索
の
会
役
員
皆
様
に
ご
参

列
い
た
だ
き
、
お
導
師
の
修

法
に
合
わ
せ
職
集
が
読
経
、

索
の
会
各
支
部
の
益
々
の
ご

発
展
と
会
員
皆
様
の
息
災
を

祈
念
い
た
し
ま
し
た
。

セ
イ
ノ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

祈
願
祭
並
び
に
物
故
者
慰
霊
法
要

明
王
門 

奉
納
大
提
灯

　

懸
吊
の
儀　

盛
儀
に
奉
修
さ
れ
る

萩
の
茶
会

裏
千
家
淡
交
会

七
五
三
ま
い
り

十
一
月
末
ま
で
厳
修
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当
山
で
は
、
毎
年
元
日
よ
り
『
新
春
特
別
大
護
摩

供
』
お
護
摩
ご
祈
祷
を
厳
修
い
た
し
ま
す
。

　
お
不
動
さ
ま
の
ご
分
身
ご
分
霊
で
あ
る
お
護
摩
札

を
加
持
し
、
新
年
が
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
素
晴
し

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
信
徒
皆
様
に
は
、
新
年
の
ご
祈
祷
を
お
受
け
い

た
だ
き
、
気
持
ち
を
新
た
に
一
年
を
始
め
ら
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
、
各
受
付
所
に
お
い
て
新
春
ご
祈
祷
の

予
約
申
し
込
み
を
受
付
し
て
お
り
ま
す
︒
年
始
は
各

受
付
所
が
大
変
混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
︑
年
内
お
早

め
の
予
約
申
し
込
み
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
︒

新
春
ご
祈
祷

事
前
申
込
み
ご
案
内

2026 年
令
和
八
年 

お
護
摩
祈
祷
の
願
意

家
内
安
全

商
賣
繁
昌

交
通
安
全

開
運
成
就

心
願
成
就

事
業
繁
栄

災
難
消
除

工
事
安
全

工
場
安
全

旅
行
安
全

学
業
成
就

身
心
健
全

海
上
安
全

身
体
健
全

息
災
延
命

当
病
平
愈

必　
　

勝

安　
　

産

　
　
　

他

一
金
　
一
万
円
以
上

一
金
　
五
千
円
以
上

一
金
　
三
万
円
以
上

一
金
　
三
千
五
百
円
以
上

（
大
護
摩
ご
祈
祷
料
三
万
円
以
上
は

本
堂
前
に
芳
名
を
掲
示
い
た
し
ま
す
）

一
金
　
五
万
円
以
上

お
護
摩
札

一
金
　
五
千
円
以
上

一
金
　
一
万
円
以
上

一
金
　
三
千
五
百
円
以
上

︵
一
万
円
以
上
は
芳
名
を

　
祈
祷
殿
内
に
掲
示
し
ま
す
︶

交
通
安
全
自
動
車
祈
祷
札

お
札
郵
送
の
ご
案
内

　

諸
般
の
都
合
に
よ
り
参
拝
で
き
な

い
ご
信
徒
皆
様
に
、
お
護
摩
札
を
郵

送
に
て
授
与
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
お
電
話
に
て
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

一
金

　

二
千
五
百
円
以
上

― 

交
通
安
全
自
転
車
御
守
札 

―

新
春

祈
願

新
春
祈
願

新
春
祈
願

新
春
祈
願

新
春
祈
願

す
べ
て
の
御
札
に
朱
書
き
で

「
新
春
祈
願
」
が
入
り
ま
す
。
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十
一
月
三
日
、
開
創
七
十
二
周

年
記
念
大
祭
が
奉
修
さ
れ
ま
し

た
。
索
の
会
会
員
が
開
創
七
十
二

周
年
を
祝
し
ま
し
た
。
会
員
各
位

に
は
、
事
務
局
よ
り
ご
祈
念
札
を

お
授
け
い
た
し
ま
し
た
。

　

十
月
三
日
、
丹
羽
支
部
（
支
部

長
＝
社
本
宮
明
氏
）
の
支
部
総

参
拝
並
び
に
総
会
を
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　

　

本
堂
に
て
成
田
山
内
の
榑
谷

僧
正
に
よ
る
法
話
を
拝
聴
、
大

護
摩
供
を
参
拝
し
、
丹
羽
支
部

の
益
々
の
ご
発
展
と
支
部
員
皆

様
の
所
願
成
就
を
祈
願
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
護
摩
供
厳
修
後
、
続
け
て
総

会
を
実
施
、
事
務
局
の
司
会
の
も

と
丹
羽
支
部
員
物
故
者
に
対
し
黙

祷
を
捧
げ
、
索
の
会
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
私
た
ち
の
誓
い
」
を
唱
和
し
、

大
籔
法
教
部
長
の
挨
拶
を
頂
戴
し

ま
し
た
。

　

続
け
て
、
社
本
支
部
長
よ
り
挨

拶
を
頂
戴
し
【
写
真
】、
事
務
局

か
ら
は
、令
和
六
年
度
事
業
報
告
・

令
和
七
年
度
事
業
報
告
を
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
田
尻
記

　

十
月
五
日
、犬
山
一
心
支
部（
支

部
長
＝
川
村
武
志
氏
）
の
総
登
山

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

杉
浦
僧
正
に
よ
る
法
話
を
拝
聴

し
、
大
護
摩
供
を
参
拝
、
所
願
成

就
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
記

ー

丹

羽

支

部
ー

　

十
月
二
十
五
日
、
第
四
回
『
貞

奴
マ
ル
シ
ェ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
堂
で
は
午
前
に
大
護
摩
供

を
厳
修
。
当
日
は
、
小
雨
の
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
各
務
原
太
鼓

保
存
会
さ
ん
の
太
鼓
、
名
古
屋
大

学
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
（
快
踊
乱

舞
）
さ
ん
に
よ
る
演
舞
の
奉
納

が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
演
舞
に
大

き
な
拍
手
が
巻
き
起
こ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

十
店
舗
の
参
加
を
頂
き
賑
わ

い
を
見
せ
た
『
貞
奴
マ
ル
シ
ェ
』

は
と
て
も
好
評
。

　

今
後
も
企
画
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

貞
照
寺
だ
よ
り

開
創
七
十
二
周
年

　
記
念
大
祭
厳
修

支
部
総
参
拝

支
部
総
会
開
催

十
一
月
の
開
創
記
念
大
祭
に

欠
席
さ
れ
た
索
の
会
会
員
の

方
で
︑
ご
祈
念
札
を
ご
希
望

の
方
に
は
︑
十
二
月
末
日
ま

で
本
堂
右
側
総
受
付
に
て
授

与
い
た
し
て
お
り
ま
す
︒

事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ

ー

犬
山
一
心
支
部
ー

貞
奴
忌
の
ご
案
内

◆
開
創
川
上
貞
奴
女
史

　
追
善
法
要

　
　
午
前
十
時
半
よ
り

◆
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
午
前
十
一
時
よ
り

十
二
月
七
日
（
日
）

出
演

金
光
順
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

安
藤
風
季
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

縣
友
里
恵
（
ピ
ア
ノ
）

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ホームページ
ＱＲコード

　

十
月
二
十
八
日
、
開
創
九
十
二

周
年
記
念
大
祭
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
本
堂
で
は
午
前
十
時
三
十
分

よ
り
開
創
記
念
大
護
摩
供
を
厳

修
、
参
拝
信
徒
の
所
願
成
就
を
祈

願
し
ま
し
た
。

開
創
九
十
二
周
年
記
念
大
祭
厳
修

『
貞
奴
マ
ル
シ
ェ
』
開
催

明
王
門
大
提
灯
奉
納
御
礼

　
開
創
七
十
五
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、
索

の
会
よ
り
大
提
灯
を
御
奉

納
頂
き
、
縣
吊
の
儀
を
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
索
の
会
会
員
皆
様
に
対

し
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

多
治
見
市　

早　

川　
　

浩　

充

三
重
県　
　

西　

出　
　

博　

行

江
南
市　
　

竹　

内　
　

教　

人

春
日
井
市　

大　

野　
　

増　

雄

犬
山
市　
　

新
企
画
開
発
㈱

名
古
屋
市　

井　

上　
　

英　

子

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

碧
南
市　
　

井
上
メ
ッ
キ
工
業
㈱

名
古
屋
市　

㈱
み
や
び
技
研

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

雅
樹

小
牧
市　
　

野　

呂　
　

陽　

子

名
古
屋
市　

㈱
ナ
カ
ノ
フ
ド
ー
建
設

　
　
　
　
　

名
古
屋
支
社

　
　
　
　
　
　
　
　

奥
野　

祐
子

岐
阜
市　
　

㈱
Ｇ
ｙ
ｔ

大
口
町　
　

成
田
山
索
の
会

　
　
　
　
　

丹
羽
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　

社
本　

宮
明

あ
ま
市　
　

勅
使
川
原
産
業
㈱

　
　
　
　
　
　
　

勅
使
川
原　

賢

池
田
町　
　

窪　

田　
　

好　

則

加
茂
郡　
　

㈱
白
川
園
本
舗

岡
崎
市　
　

名
古
屋
鉄
道
㈱

　
　
　
　
　
　

舞
木
検
査
場
親
睦
会

稲
沢
市　
　

㈱
ブ
ラ
ン
チ
テ
ク
ノ

名
古
屋
市　

篠　

田　
　

正　

樹

小
牧
市　
　

船　

橋　
　

敏　

基

習
志
野
市　

花
升
商
店

　
　
　
　
　
　

市
川　

𠮷
一

名
古
屋
市　

住
友
電
設
㈱

　
　
　
　
　

通
信
シ
ス
テ
ム
事
業
部

加
茂
郡　
　

杉　

山　
　

恒　

夫

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

恵
那
市　
　

成
田
山
明
智
大
教
会

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

小
五
　
　
石
川
き
ら
り

小
三
　
　
石
川
つ
ば
さ

小
二
　
　
上
島
は
る
か

【
評
】
字
形
良
く
し
っ
か
り
と
書

け
て
い
ま
す
。

【
評
】
力
強
く
書
け
て
い
ま
す
。

【
評
】
の
び
の
び
と
元
気
に
書
け

て
い
ま
す
。

紙
上
書
道
展

十
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

十
月
の
登
山
講
社

十
月
の
自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

十
一
月

若
じ
ゃ
く

水
す

い

庵
あ

ん

茶
室ご

参
拝
時
の
ご
休
憩
に

ご
利
用
下
さ
い

◆
お
抹
茶
　
一
服
五
百
円

◆
九
時
〜
十
五
時

◆
開
庵
　
土
・
日
曜

写

経

会

◆
日
　
時
　
毎
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
九
時
〜
十
四
時
半

◆
場
　
所
　
信
徒
会
館
３
階

◆
初
穂
料
　
一
千
円

家
内
安
全　
　

成
田
一
郎

護
摩
木
祈
願
の
お
す
す
め

　

お
護
摩
祈
祷
に
て
お
焚
き

上
げ
し
、
お
願
い
事
が
成
就

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た

し
ま
す
。
御
名
前
と
お
願
い

事
を
お
書
き
の
上
、
お
申
込

み
下
さ
い
。

　

初
穂
料
三
百
円
以
上

　
　
　
　

五
百
円
以
上

（大）

12 月の成田山行事

行事は中止または内容が変更となる
場合がございます。最新情報はホー
ムページ、境内掲示、お電話にてご
確認お願い致します。

◆ご縁日　1日、15 日、28 日
◆ご詠歌講習会　15 日
　　午後 1時　信徒会館 3階
◆納め大師　21 日　大師堂
◆写経会　28 日　信徒会館 3階
◆納め不動　28 日　本堂
◆除夜の鐘　31 日　鐘楼堂

﹁
編
集
室
よ
り
﹂
は
紙
面
の

都
合
上
︑休
載
い
た
し
ま
す
︒

　当山では年４回の「交通安全週間」
の主旨に賛同し、この期間中に交通
安全ご祈祷を受けられた方に「交通
安全之証」を授
与して、より一
層の交通安全の
ご加護を得られ
ますよう心より
お祈り申し上げ
ております。

冬の交通安全週間

特別ご祈祷のご案内

期間　12 月 1 日～ 10 日

交通安全之証


